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(54)【発明の名称】 携帯用電子機器における表示装置

(57)【要約】
【課題】  携帯用電子機器におけるデザイン上の制約お
よび更なる小型化のための制約が少ない発音機能を有す
る携帯用電子機器における表示装置を得る。
【解決手段】  液晶セル部に液晶を封止した液晶パネル
を有する液晶表示装置において、前記液晶表示装置に圧
電素子を取りつける。更に詳しくは、前記液晶パネル、
前記液晶パネルの前面に配設したタッチパネル、あるい
は前記液晶パネルの下面に配設した反射板に圧電素子を
取りつけて発音機能を持たせることにより、表示装置に
表出する情報数を多くすることができると共に画像を大
きく見やすくすることができる等、携帯用電子機器にお
けるデザイン上の制約および更なる小型化のための制約
が少ない発音機能を有する携帯用電子機器における表示
装置を得る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  液晶セル部に液晶を封止した液晶パネル
を有する液晶表示装置において、前記液晶表示装置に圧
電素子を取りつけたことにより発音機能を有することを
特徴とする携帯用電子機器における表示装置。
【請求項２】  前記液晶パネルにおける画像表示領域の
内部に圧電素子を取りつけたことを特徴とする請求項１
記載の携帯用電子機器における表示装置。
【請求項３】  前記液晶パネルの前面にタッチパネルを
配設した液晶表示装置において、前記タッチパネルに圧
電素子を取りつけたことを特徴とする請求項１記載の携
帯用電子機器における表示装置。
【請求項４】  前記液晶パネルにおける画像表示領域の
内部に対向する前記タッチパネルに圧電素子を取りつけ
たことを特徴とする請求項３記載の携帯用電子機器にお
ける表示装置。
【請求項５】  前記圧電素子は透明被膜により形成され
ていることを特徴とする請求項２乃至請求項４記載の携
帯用電子機器における表示装置。
【請求項６】  前記液晶パネルにおける画像表示領域の
外部に圧電素子を取りつけたことを特徴とする請求項１
記載の携帯用電子機器における表示装置。
【請求項７】  前記液晶パネルにおける画像表示領域の
外部に対向する前記タッチパネルに圧電素子を取りつけ
たことを特徴とする請求項３記載の携帯用電子機器にお
ける表示装置。
【請求項８】  前記液晶パネルの下面に反射板を配設し
た液晶表示装置において、前記反射板に圧電素子を取り
つけたことを特徴とする請求項１記載の携帯用電子機器
における表示装置。
【請求項９】  前記圧電素子は非透明型であることを特
徴とする請求項６乃至請求項８記載の携帯用電子機器に
おける表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、携帯用電子機器に
おける表示装置の多機能化に関し、特に、発音機能を有
する携帯用電子機器における表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来における、携帯電話、および携帯デ
ータ機器等の小型電子機器においては表示素子と発音体
とがそれぞれ独立して構成されていた。第１の従来例と
しては特開２００１－１８９９７８号がある。この第１
の従来例は、液晶表示パネル等の前に配設した光学的フ
ィルタあるいはフロント照明板を、パネル型スピーカの
振動板とするものである。また、第２の従来例として図
１１に示すような携帯用電子機器がある。図１１は、従
来例における液晶表示装置９０３を用いた携帯用電子機
器９０１の外観を示す正面図である。次に、図１１を用
いて従来例について説明する。携帯電話としての携帯用
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電子機器９０１は、ハウジング９０２に液晶表示装置９
０３が取りつけられている。また、ハウジング９０２に
は集音孔９０４および放音孔９０５が設けられており、
放音孔９０８には発音体９０９が取りつけられている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】従来における、携帯電
話、および携帯データ機器等の小型電子機器においては
表示装置と発音体とがそれぞれ独立して構成されていた
ので、デザインが制約されると共に機器の更なる小型化
の制約になっていた。
【０００４】本発明の目的は、携帯用電子機器における
デザイン上の制約および更なる小型化のための制約が少
ない発音機能を有する表示装置を得ようとするものであ
る。
【０００５】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成するため
に、本発明においては、液晶セル部に液晶を封止した液
晶パネルを有する液晶表示装置において、前記液晶表示
装置に圧電素子を取りつけたことにより発音機能を有す
ることを特徴とするものである。
【０００６】また、前記液晶パネルにおける画像表示領
域の内部に圧電素子を取りつけたことを特徴とするもの
である。
【０００７】また、前記液晶パネルの前面にタッチパネ
ルを配設した液晶表示装置において、前記タッチパネル
に圧電素子を取りつけたことを特徴とするものである。
【０００８】また、前  前記液晶パネルにおける画像表
示領域の内部に対向する前記タッチパネルに圧電素子を
取りつけたことを特徴とするものである。
【０００９】また、前記圧電素子は透明被膜により形成
されていることを特徴とするものである。
【００１０】また、前記液晶パネルにおける画像表示領
域の外部に圧電素子を取りつけたことを特徴とするもの
である。
【００１１】また、前記液晶パネルにおける画像表示領
域の外部に対向する前記タッチパネルに圧電素子を取り
つけたことを特徴とするものである。
【００１２】また、前記液晶パネルの下面に反射板を配
設した液晶表示装置において、前記反射板に圧電素子を
取りつけたことを特徴とするものである。
【００１３】また、前記圧電素子は非透明型であること
を特徴とするものである。
【００１４】
【発明の実施の形態】以下発明の実施の形態を実施例に
基づき図面を参照して説明する。図１は、本発明に係る
第１実施例における携帯用電子機器１の外観を示す正面
図である。図２は、図１に示す携帯用電子機器１に使用
した液晶表示装置３を示し、（ａ）は正面図、（ｂ）は
（ａ）に示すＡ－Ａ線断面の状態を示す断面図である。
図３は、図２に示す液晶表示装置３に配線を施した状態
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を示す説明図である。図４は、第１実施例と同様の携帯
用電子機器１に対応した第２実施例を示し、（ａ）は正
面図、（ｂ）は（ａ）に示すＢ－Ｂ線断面の状態を示す
断面図である。
【００１５】図５は、第２実施例とは形態の異なる第３
実施例における携帯用電子機器２０１の外観を示す斜視
図である。図６は、図５に示す携帯用電子機器２０１に
使用した液晶表示装置２０３を示し、（ａ）は正面図、
（ｂ）は（ａ）に示すＣ－Ｃ線断面の状態を示す断面図
である。図７は、第３実施例と同様の携帯用電子機器に
対応した第４実施例を示し、（ａ）は正面図、（ｂ）は
（ａ）に示すＤ－Ｄ線断面の状態を示す断面図である。
図８は、第３実施例と同様の携帯用電子機器に対応した
第５実施例を示し、（ａ）は正面図、（ｂ）は（ａ）に
示すＥ－Ｅ線断面の状態を示す断面図である。図９は、
第３実施例と同様の携帯用電子機器に対応した第６実施
例を示し、（ａ）は正面図、（ｂ）は（ａ）に示すＦ－
Ｆ線断面の状態を示す断面図である。図１０は、第３実
施例と同様の携帯用電子機器に対応した第７実施例を示
し、（ａ）は正面図、（ｂ）は（ａ）に示すＧ－Ｇ線断
面の状態を示す断面図である。
【００１６】図１を用いて、本発明に係る第１実施例の
液晶表示装置を採用した携帯用電子機器１の概略の構成
について説明する。携帯用電子機器１の一つとして携帯
電話があるが、第１実施例として液晶表示装置３を使用
している携帯電話の概要について説明する。携帯用電子
機器１は、ハウジング２に見切り線２ａに囲まれた内部
に上面を露出して液晶表示装置３が取りつけられてい
る。また、ハウジング２には集音孔５が設けられてい
る。
【００１７】図２を用いて、図１に示す液晶表示装置３
の構成について説明する。液晶表示装置３は液晶パネル
４よりなり、見切り線２ａに囲まれた、画像表示領域３
ａの内部における液晶パネル４の下面には、透明被膜に
よって形成された圧電素子９が固着されている。液晶パ
ネル４は、透明板材により形成され、下面に図示せぬ透
明電極および配向膜が形成されている液晶パネル上基板
４ａと、同じく透明板材により形成され、上面に図示せ
ぬ透明電極および配向膜が形成されている液晶パネル下
基板４ｂとが、シール部材４ｃによってセル部を構成し
て接合されており、該セル部には液晶４ｄが充填され、
液晶パネル下基板４ｂには、図示せぬ制御回路に接続す
るためのＦＰＣ５を取りつけるための外部接続パターン
４ｅが形成されており、図示せぬ制御回路からの駆動信
号により画像表示領域３ａに画像を表出するように構成
されている。圧電素子（圧電セラミック）としては、ジ
ルコン酸チタン酸塩（ＰＺＴ）等からなり、内部電極を
介して多数積層し、その積層した圧電素子の両側に外部
電極を取り付けた構成をなす。このことより、層を少な
くすれば膜となる。圧電素子の電極としては、金属反射
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板を用いたときに、金属反射板を外部電極として用いる
ことができる。液晶パネル或いはタッチパネルを構成す
る基板に圧電素子を貼り付けた場合には、圧電素子の張
り付け部にまで、該基板の電極を配設することで、圧電
素子の外部引出電極とすることができる。このときに
は、圧電素子と基板上の電極、圧電素子と反射板の導電
金属部とは導電接着剤で貼り付けるのがよい。接着材と
しては、導電粒子或いは導電粉末を絶縁性接着材に混ぜ
た導電接着剤や異方性導電接着材を用いるのがよい。
【００１８】なお、本実施例においては１個の圧電素子
９を配設しているが複数個配設してもよい。また、液晶
パネル４が透過型の場合には、見切り線２ａに囲まれ
た、画像表示領域３ａの内部における液晶パネル４の下
面に透明被膜によって形成された圧電素子９を固着する
必要があるが、液晶パネル下基板４ｂに反射被膜が形成
されているいわゆる反射型の場合には、セラミックによ
って形成された非透明型の圧電素子９でもよい。一般
に、非透明型の圧電素子９の方が、透明被膜によって形
成された圧電素子９より部品単価が廉価であると共に後
工程のコストも廉価となる。
【００１９】図３を用いて、図２に示す液晶表示装置３
に図示せぬ制御回路に接続した状態について説明する。
液晶パネル下基板４ｂに形成されている外部接続パター
ン４ｅには、図示せぬ制御回路に接続して、画像表示領
域３ａに設けられている図示せぬ画素に電荷を与えて画
像を表出するためのＦＰＣ５が接続されている。また、
圧電素子９は、圧電素子リード線９ａにより図示せぬ制
御回路の圧電素子駆動ドライバ１０に接続されており、
制御回路からの指令により振動するように構成されてお
り、圧電素子９が振動することにより液晶パネル下基板
４ｂが発音するように構成されている。後述する他の実
施例においても同様に配線する。
【００２０】図４を用いて、第２実施例における液晶表
示装置１０３の構成について説明する。液晶表示装置１
０３は、液晶パネル１０４と、液晶パネル１０４の下面
に接合部材１０６により反射板１０７が接合されてい
る。反射板１０７の材質としては、発音体の振動板とし
ての要求からプラスチック板の反射面側にアルミニウム
を蒸着したものが適当であるが、真鍮板にクロームメッ
キを施したもの等、音質の要求によって種々の材質から
選択して用いることができる。液晶パネル１０４は、透
明板材により形成され、下面に図示せぬ透明電極および
配向膜が形成されている液晶パネル上基板１０４ａと、
同じく透明板材により形成され、上面に図示せぬ透明電
極および配向膜が形成されている液晶パネル下基板１０
４ｂとが、シール部材１０４ｃによってセル部を構成し
て接合されており、該セル部には液晶１０４ｄが充填さ
れ、液晶パネル下基板１０４ｂには、図示せぬ制御回路
に接続するための図示せぬＦＰＣを取りつけるための外
部接続パターン１０４ｅが形成されており、図示せぬ制
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御回路からの駆動信号により画像表示領域１０３ａに画
像を表出するように構成されている。反射板１０７の下
面には透明被膜によって形成された圧電素子１０９が固
着されている。
【００２１】なお、圧電素子１０９は反射板１０７の上
面ではなく下面に配設してもよい。但し、上面に配設す
る場合には透明被膜によって形成された圧電素子１０９
である必要があるが、反射板１０７の下面に配設する場
合には、セラミックによって形成された非透明型の圧電
素子１０９でもよい。一般に、非透明型の圧電素子１０
９の方が、透明被膜によって形成された圧電素子１０９
より部品単価が廉価であると共に後工程のコストも廉価
となる。また、本実施例においては１個の圧電素子１０
９を配設しているが複数個配設してもよい。第１実施例
と同様にして圧電素子１０９が振動することにより反射
板１０７が発音するように構成されている。
【００２２】このように、第１実施例、および第２実施
例においては、液晶表示装置３、１０３の一部を振動板
として用いることによって発音機能を持たせたことによ
り、ハウジング２の液晶表示装置３、１０３以外の部分
の面積を確保する必要が無く、その分だけ液晶表示装置
３、１０３の面積を大きくすることができる。従って、
液晶表示装置３、１０３に表出する情報数を多くするこ
とができると共に、画像を大きく見やすくすることがで
きる。
【００２３】図５を用いて、本発明に係る第３実施例の
液晶表示装置２０３を採用した携帯用電子機器２０１の
概略の構成について説明する。携帯用電子機器２０１の
一つとして携帯用データ機器があるが、携帯用電子機器
２０１は、ハウジング２０２に見切り線２０２ａに囲ま
れた内部に上面を露出して液晶表示装置２０３が取りつ
けられている。
【００２４】図６を用いて、図５に示す液晶表示装置２
０３の構成について説明する。液晶表示装置２０３は、
液晶パネル２０４と、液晶パネル２０４の前面に接合部
材２０８ｄによりタッチパネル２０８が接合されてい
る。液晶パネル２０４は、透明板材により形成され、下
面に図示せぬ透明電極および配向膜が形成されている液
晶パネル上基板２０４ａと、同じく透明板材により形成
され、上面に図示せぬ透明電極および配向膜が形成され
ている液晶パネル下基板２０４ｂとが、シール部材２０
４ｃによってセル部を構成して接合されており、該セル
部には液晶２０４ｄが充填され、液晶パネル下基板２０
４ｂには、図示せぬ制御回路に接続するための図示せぬ
ＦＰＣを取りつけるための外部接続パターン２０４ｅが
形成されており、図示せぬ制御回路からの駆動信号によ
り画像表示領域２０３ａに画像を表出するように構成さ
れている。
【００２５】なお、液晶パネル２０４が透過型の場合に
は、見切り線２０２ａに囲まれた、画像表示領域２０３
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ａの内部における液晶パネル２０４の下面には、透明被
膜によって形成された圧電素子２０９を固着する必要が
あるが、液晶パネル下基板２０４ｂに反射被膜が形成さ
れているいわゆる反射型の場合には、セラミックによっ
て形成された非透明型の圧電素子２０９でもよい。一般
に、非透明型の圧電素子２０９の方が、透明被膜によっ
て形成された圧電素子２０９より部品単価が廉価である
と共に後工程のコストも廉価となる。
【００２６】また、本実施例においては１個の圧電素子
２０９を配設しているが複数個配設してもよい。タッチ
パネル２０８は、下面に図示せぬ透明電極が形成されて
いるタッチパネル上基板２０８ａと、上面に図示せぬ透
明電極が形成されているタッチパネル下基板２０８ｂと
が接合スペーサ２０８ｃによって間にスペースを設けて
接合され、タッチパネル上基板２０８ａの一部を押すこ
とにより、その部分の位置信号が図示せぬ制御回路に送
られるように構成されている。第１実施例と同様にして
圧電素子２０９が振動することにより液晶パネル下基板
２０４ｂが発音するように構成されている。
【００２７】図７を用いて、本発明に係る第４実施例に
おける液晶表示装置３０３の構成について説明する。液
晶表示装置３０３は、液晶パネル３０４と、液晶パネル
３０４の前面に接合部材３０８ｄによりタッチパネル３
０８が接合されている。液晶パネル３０４は、透明板材
により形成され、下面に図示せぬ透明電極および配向膜
が形成されている液晶パネル上基板３０４ａと、同じく
透明板材により形成され、上面に図示せぬ透明電極およ
び配向膜が形成されている液晶パネル下基板３０４ｂと
が、シール部材３０４ｃによってセル部を構成して接合
されており、該セル部には液晶３０４ｄが充填され、液
晶パネル下基板３０４ｂは、見切り線３０２ａに囲まれ
た画像表示領域３０３ａの外部に延出部３０４ｆが形成
され、液晶パネル下基板３０４ｂの延出部３０４ｆに
は、図示せぬ制御回路に接続するための図示せぬＦＰＣ
を取りつけるための外部接続パターン３０４ｅが形成さ
れており、図示せぬ制御回路からの駆動信号により画像
表示領域３０３ａに画像を表出するように構成されてい
る。
【００２８】タッチパネル３０８は、下面に図示せぬ透
明電極が形成されているタッチパネル上基板３０８ａ
と、上面に図示せぬ透明電極が形成されているタッチパ
ネル下基板３０８ｂとが接合スペーサ３０８ｃによって
間にスペースを設けて接合され、タッチパネル上基板３
０８ａの一部を押すことにより、その部分の位置信号を
図示せぬ制御回路に発信するように構成されている。延
出部３０４ｆの下面には圧電素子３０９が固着されてい
る。このように、本実施例においては、圧電素子３０９
は延出部３０４ｆに配設され、画像表示領域３０３ａの
内部に配設されていないので、セラミックによって形成
された非透明型の圧電素子３０９でもよい。一般に、非
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7
透明型の圧電素子３０９の方が、透明被膜によって形成
された圧電素子３０９より部品単価が廉価であると共に
後工程のコストも廉価となる。また、このように、液晶
パネル下基板３０４ｂの延出部３０４ｆ下面に圧電素子
３０９を配設し、上面に外部接続パターン３０４ｅを形
成することにより液晶表示装置３０３の大きさを抑える
ことができる。
【００２９】なお、本実施例においては２個の圧電素子
３０９を配設しているが、圧電素子３０９は１個として
もよく更に多く配設してもよい。第１実施例と同様にし
て圧電素子３０９が振動することにより液晶パネル下基
板３０４ｂが発音するように構成されていいる。なお、
本実施例においては、液晶パネル下基板３０４ｂに圧電
素子３０９を２個固着しているが１個でもよい。
【００３０】図８を用いて、本発明に係る第５実施例に
おける液晶表示装置４０３の構成について説明する。液
晶表示装置４０３は、液晶パネル４０４と、液晶パネル
４０４の前面に接合部材４０８ｄによりタッチパネル４
０８が接合されている。液晶パネル４０４は、透明板材
により形成され、下面に図示せぬ透明電極および配向膜
が形成されている液晶パネル上基板４０４ａと、同じく
透明板材により形成され、上面に図示せぬ透明電極およ
び配向膜が形成されている液晶パネル下基板４０４ｂと
が、シール部材４０４ｃによってセル部を構成して接合
されており、該セル部には液晶４０４ｄが充填され、液
晶パネル下基板４０４ｂには、図示せぬ制御回路に接続
するための図示せぬＦＰＣを取りつけるための外部接続
パターン４０４ｅが形成されており、図示せぬ制御回路
からの駆動信号により画像表示領域４０３ａに画像を表
出するように構成されている。
【００３１】タッチパネル４０８は、下面に図示せぬ透
明電極が形成されているタッチパネル上基板４０８ａ
と、上面に図示せぬ透明電極が形成されているタッチパ
ネル下基板４０８ｂとが接合スペーサ４０８ｃによって
間にスペースを設けて接合され、タッチパネル上基板４
０８ａの一部を押すことにより、その部分の位置信号を
図示せぬ制御回路に発信するように構成されている。見
切り線４０２ａに囲まれた画像表示領域４０３ａの内部
におけるタッチパネル下基板４０８ｂの下面には、透明
被膜によって形成された圧電素子４０９が固着されてい
る。なお、本実施例においては１個の圧電素子４０９を
配設しているが複数個配設してもよい。第１実施例と同
様にして圧電素子４０９が振動することによりタッチパ
ネル下基板４０８ｂが発音するように構成されている。
【００３２】図９を用いて、本発明に係る第６実施例に
おける液晶表示装置５０３の構成について説明する。液
晶表示装置５０３は、液晶パネル５０４と、液晶パネル
５０４の前面に接合部材５０８ｄによりタッチパネル５
０８が接合されている。液晶パネル５０４は、透明板材
により形成され、下面に図示せぬ透明電極および配向膜
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が形成されている液晶パネル上基板５０４ａと、同じく
透明板材により形成され、上面に図示せぬ透明電極およ
び配向膜が形成されている液晶パネル下基板５０４ｂと
が、シール部材５０４ｃによってセル部を構成して接合
されており、該セル部には液晶５０４ｄが充填され、液
晶パネル下基板５０４ｂには、図示せぬ制御回路に接続
するための図示せぬＦＰＣを取りつけるための外部接続
パターン５０４ｅが形成されており、図示せぬ制御回路
からの駆動信号により画像表示領域５０３ａに画像を表
出するように構成されている。
【００３３】タッチパネル５０８は、下面に図示せぬ透
明電極が形成されているタッチパネル上基板５０８ａ
と、上面に図示せぬ透明電極が形成されているタッチパ
ネル下基板５０８ｂとが接合スペーサ５０８ｃによって
間にスペースを設けて接合され、タッチパネル上基板５
０８ａの一部を押すことにより、その部分の位置信号を
図示せぬ制御回路に発信するように構成されている。タ
ッチパネル５０８には、見切り線５０２ａに囲まれた画
像表示領域５０３ａの外部に延出部５０８ｅが形成さ
れ、タッチパネル下基板５０８ｂの延出部５０８ｅの下
面には圧電素子５０９が固着されている。このように、
本実施例においては、圧電素子３０９はタッチパネル下
基板５０８ｂの延出部５０８ｅに配設され、画像表示領
域５０３ａの内部に配設されていないので、セラミック
によって形成された非透明型の圧電素子５０９でもよ
い。一般に、非透明型の圧電素子５０９の方が、透明被
膜によって形成された圧電素子５０９より部品単価が廉
価であると共に後工程のコストも廉価となる。
【００３４】なお、本実施例においては２個の圧電素子
５０９を配設しているが、圧電素子５０９は１個として
もよく更に多く配設してもよい。第１実施例と同様にし
て圧電素子５０９が振動することによりタッチパネル下
基板５０８ｂが発音するように構成されている。なお、
本実施例においては、タッチパネル下基板５０８ｂに圧
電素子５０９を２個固着しているが１個でもよい。
【００３５】図１０を用いて、本発明に係る第７実施例
における液晶表示装置６０３の構成について説明する。
液晶表示装置６０３は、液晶パネル６０４と、液晶パネ
ル６０４の前面に接合部材６０８ｄによりタッチパネル
６０８が接合されている。液晶パネル６０４は、透明板
材により形成され、下面に図示せぬ透明電極および配向
膜が形成されている液晶パネル上基板６０４ａと、同じ
く透明板材により形成され、上面に図示せぬ透明電極お
よび配向膜が形成されている液晶パネル下基板６０４ｂ
とが、シール部材６０４ｃによってセル部を構成して接
合されており、該セル部には液晶６０４ｄが充填され、
液晶パネル下基板６０４ｂには、図示せぬ制御回路に接
続するための図示せぬＦＰＣを取りつけるための外部接
続パターン６０４ｅが形成されており、図示せぬ制御回
路からの駆動信号により画像表示領域６０３ａに画像を
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9
表出するように構成されている。
【００３６】タッチパネル６０８は、下面に図示せぬ透
明電極が形成されているタッチパネル上基板６０８ａ
と、上面に図示せぬ透明電極が形成されているタッチパ
ネル下基板６０８ｂとが接合スペーサ６０８ｃによって
間にスペースを設けて接合され、タッチパネル上基板６
０８ａの一部を押すことにより、その部分の位置信号を
図示せぬ制御回路に発信するように構成されている。見
切り線６０２ａに囲まれた画像表示領域６０３ａの内部
におけるタッチパネル６０８の内部、即ち、タッチパネ
ル上基板６０８ａとタッチパネル下基板６０８ｂとの間
に形成されているスペース内のタッチパネル上基板６０
８ａ下面には、透明被膜によって形成された圧電素子６
０９が固着されている。
【００３７】なお、本実施例においては２個の圧電素子
６０９を配設しているが、圧電素子６０９は１個として
もよく更に多く配設してもよい。第１実施例と同様にし
て圧電素子６０９が振動することによりタッチパネル上
基板６０８ａが発音するように構成されている。なお、
本実施例においては、タッチパネル上基板６０８ａに圧
電素子６０９を２個固着しているが１個でもよい。
【００３８】このように、第３実施、第４実施、第５実
施、第６実施、および第７実施においても、前述した第
１実施、および第２実施と同様に、液晶表示装置２０
３、３０３、４０３、５０３、６０３の一部に発音機能
を持たせたことにより、ハウジング２０２、３０２、４
０２、５０２、６０２の液晶表示装置２０３、３０３、
４０３、５０３、６０３以外の部分に発音体を取りつけ
るための面積を確保する必要が無く、本発明による液晶
表示装置２０３、３０３、４０３、５０３、６０３を用
いることにより携帯用電子機器を小型にすることができ
る。また、携帯用電子機器の大きさをそのまま維持する
ならば、その分だけ液晶表示装置２０３、３０３、４０
３、５０３、６０３の面積を大きくすることができ、液
晶表示装置２０３、３０３、４０３、５０３、６０３に
表出する情報数を多くすることができると共に、画像を
大きく見やすくすることができる。
【００３９】
【発明の効果】上述のように、本発明によれば、液晶パ
ネル、反射板及びタッチパネル基板にセラミック状態或
いは膜よりなる圧電素子を取りつけて発音機能を持たせ
ることにより、ハウジングの液晶表示装置以外の部分に
発音体を取りつけるための面積を確保する必要が無く、
その分表示装置の面積を大きくすることができ、表示装
置に表出する情報数を多くすることができると共に画像
を大きく見やすくすることができる。また、表示装置の
面積をそのままとした場合には、携帯用電子機器におけ
るデザイン上の制約および更なる小型化のための制約が
少ない発音機能を有する携帯用電子機器における表示装
置を得ることができる。また、本発明によれば、液晶パ
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ネル、反射板及びタッチパネル基板にセラミック状態或
いは膜よりなる圧電素子を取りつけて発音機能を持たせ
るため、振動板が表示装置の構成部材となるため、従来
の圧電スピーカに必要とされた振動板を別途設ける必要
が無く、部品点数の削減と、別部材の振動板への張り付
け工数の削減で、大きなコストダウンがえられる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る第１実施例における携帯用電子機
器の外観を示す正面図である。
【図２】図１に示す携帯用電子機器に使用した液晶表示
装置を示し、（ａ）は正面図、（ｂ）は（ａ）に示すＡ
－Ａ線断面の状態を示す断面図である。
【図３】図２に示す液晶表示装置に配線を施した状態を
示す説明図である。
【図４】第１実施例と同様の携帯用電子機器に対応した
第２実施例を示し、（ａ）は正面図、（ｂ）は（ａ）に
示すＢ－Ｂ線断面の状態を示す断面図である。
【図５】第２実施例とは形態の異なる第３実施例におけ
る携帯用電子機器の外観を示す斜視図である。
【図６】図４に示す携帯用電子機器に使用した液晶表示
装置を示し、（ａ）は正面図、（ｂ）は（ａ）に示すＣ
－Ｃ線断面の状態を示す断面図である。
【図７】第３実施例と同様の携帯用電子機器に対応した
第４実施例を示し、（ａ）は正面図、（ｂ）は（ａ）に
示すＤ－Ｄ線断面の状態を示す断面図である。
【図８】第３実施例と同様の携帯用電子機器に対応した
第５実施例を示し、（ａ）は正面図、（ｂ）は（ａ）に
示すＥ－Ｅ線断面の状態を示す断面図である。
【図９】第３実施例と同様の携帯用電子機器に対応した
第６実施例を示し、（ａ）は正面図、（ｂ）は（ａ）に
示すＦ－Ｆ線断面の状態を示す断面図である。
【図１０】第３実施例と同様の携帯用電子機器に対応し
た第７実施例を示し、（ａ）は正面図、（ｂ）は（ａ）
に示すＧ－Ｇ線断面の状態を示す断面図である。
【図１１】従来例における液晶表示装置を用いた携帯用
電子機器の外観を示す正面図である。
【符号の説明】
１、２０１  携帯用電子機器
２、２０２  ハウジング
３、１０３、２０３、３０３、４０３、５０３、６０３
  液晶表示装置
４、１０４、２０４、３０４、４０４、５０４、６０４
  液晶パネル
４ａ、１０４ａ、２０４ａ、３０４ａ、４０４ａ、５０
４ａ、６０４ａ  液晶パネル上基板
４ｂ、１０４ｂ、２０４ｂ、３０４ｂ、４０４ｂ、５０
４ｂ、６０４ｂ  液晶パネル下基板
４ｃ、１０４ｃ、２０４ｃ、３０４ｃ、４０４ｃ、５０
４ｃ、６０４ｃ  シール部材
４ｄ、１０４ｄ、２０４ｄ、３０４ｄ、４０４ｄ、５０
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４ｄ、６０４ｄ  液晶
５  集音孔
７  反射板
２０８、３０８、４０８、５０８、６０８  タッチパネ
ル
２０８ａ、３０８ａ、４０８ａ、５０８ａ、６０８ａ  
タッチパネル上基板 *

12
*２０８ｂ、３０８ｂ、４０８ｂ、５０８ｂ、６０８ｂ  
タッチパネル下基板
２０８ｃ、３０８ｃ、４０８ｃ、５０８ｃ、６０８ｃ  
接合スペーサ
９、１０９、２０９、３０９、４０９、５０９、６０９
  圧電素子

【図１】 【図２】

【図３】 【図５】
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【図４】 【図６】

【図７】
【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】
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